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国民生活のベースを支える
社会保障制度の持続性・安定性の向上を
　生保産業の役割・機能に触れる前に、社会保障制度について触れたいと思います。
「人生100年時代」においては長寿化のメリットを享受できる一方で、今後、人口減
少や少子高齢化、格差・貧困問題などを背景に、国民の将来不安が拡大するおそれ
もあるため、国民生活のベースを支える社会保障制度の役割は一層増すものと考
えられます。
　それだけに、国民一人ひとりが世代を問わず安心してくらせる社会の実現に向け
て、社会保障制度がしっかりとその役割を果たしていけるよう、制度の持続性・安定性
向上をはかる必要があります。

「人生100年時代」を健康で安心してくらせる時代にするため
「公私ミックス」による生活保障システムの構築を
　一方、国民の価値観やライフスタイル・ライフサイクルが多様化する中で、生命保
険には、国民一人ひとりのこうした多様な保障ニーズに対応するため、社会保障制度
を補完していく役割が一層求められています。また、社会保障制度を持続可能なも
のとしていくためにも、生命保険のさらなる普及・拡大が一層重要になっているといえ
るでしょう。
　このように「人生100年時代」においては、国民生活のベースを支える社会保障

制度（公的保障）と、国民・お客さま一人ひとりの多様なニーズに対応する生命保険
（私的保障）による「公私ミックス」を通じて、国民生活をしっかりと支えていく必要
があります。

生命保険が持つ「エンパワーメント」機能のさらなる発揮を
　前号で、生保労連では「人生100年時代」を「世代や性別、病気や障がいの有無、仕
事や働き方の違いなどを問わず、一人ひとりが持てる力を発揮し、自分らしく働きくら
していくことが一層求められる時代」と捉えているとお伝えしました。
　本来、生命保険には、国民・お客さま一人ひとりの多様なニーズに対応し、自分ら
しく生きることを支える「エンパワーメント機能」がありますが、「人生100年時代」
の到来によりリスクの長期化・多様化が一層進む中、益々その機能発揮が期待され
ているのです。

　生保労連では毎年、各組合の新任役員を対象に、組合活動に必要な知識の習得や
参加者間の交流を目的として、「ユニオンジャンボリー」を開催しています。例年は1
泊2日でレクリエーションや社会貢献活動も交え開催していますが、本年度は新型コ
ロナウイルス感染症対策の観点から、都内会議室で1日の開催とし、7組合14名が参
加しました。
　当日は、生保労連の活動紹介等の後、3グループに分かれ「組合員の負託に一層応
える労働組合をめざして」をテーマにグループ討議を行いました。討議の際には、講
師である法政大学大学院の藤村教授も各グループの討議に参加しながら参加者へアドバイスを送り、各グ
ループとも組合の意義・役割について熱心な議論を繰り広げました。その後、各グループから討議内容を発
表いただき、最優秀チームを選出しました。最後に、藤村教授より「これからの労働組合の役割と労働組合の
あり方」と題して労使関係のあり方や労働組合・組合役員に期待すること等に関する講演をいただきました。
　参加者は、グループ討議と講演を通じて労働組合の意義・役割について理解を深めるとともに、組合の枠
を超えて参加者同士の交流を深めました。

　生保労連では、新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ、2月26日に
新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、各種会議等について、参加
者の安心・安全を第一に、WEB開催・書面開催への変更や中止の判断をし
てきました。8月からは同感染症の状況を十分に注視しながら、万全な対
策を行った上で対面での会議等を再開しています。大人数の組合員のみ
なさんにご参加いただくイベント等は、組合員のみなさんの安心・安全を
第一に慎重に判断していますが、労連運動が停滞することのないよう、感
染症の状況を注視しながら活動を進めていきます。

生保産業には今後どのような役割・機能が求められるか？
～長寿化や価値観の多様化が進む中、国民・お客さま一人ひとりが自分らしくくらしていくために～

　前号でお知らせした通り、今号から「人生100年時代における『くらし』『地域』『働き方』」をテーマに、生保産業や労働組合は「人生100年時代」にどう対応すべきかを、
組合員のみなさんと一緒に考えていきたいと思います。
　1回目は「人生100年時代における『くらし』」をテーマに、国民・お客さまが自分らしくくらしていくために、生保産業やその商品・サービスには今後、特にどのような役
割・機能が求められるかを見ていきます。

人生100年時代における「くらし」「地域」「働き方」について考える
第1回テーマ 「くらし」

次回は、生保産業や組合員のみなさんの「地域貢献」のあり方について考えます。

■ 生命保険の「エンパワーメント」機能

「人生100年時代」に一層重要となる主な機能
ーリスクの長期化・多様化への備えー

●リスクの予防
●健康増進、病気・介護予防
●早期の老後資金準備

●リスクからの脱却
●日常生活への復帰支援
●重症化・重病化の抑制

これまでの主な機能

●リスクへの備え
●生活の困窮防止  ●老後資金準備
●医療・介護にかかる費用負担

第26回ユニオンジャンボリーを開催

労連活動を展開しています！

各組合の次世代ユニオンリーダーたちが熱い議論を交わす！

▲ 労働組合への期待を
語る藤村教授

▲ ソーシャルディスタンス、アクリル板の設置など
の対策をしたうえで中央執行委員会を開催

◀ 藤村先生も交えて熱心
な討議を展開

グループ討議

◀ 参加者の挙手により
　最優秀グループを選出

最優秀チーム選出

◀

各グループ趣向を凝ら
した発表

討議内容発表

新型コロナウイルス感染症対策を行い 気づこう、
アンコンシャス・バイアスソーシャルディスタンス

　アンコンシャス・バイアスとは「無意識の思い込
みや偏見」を指します。
　あなたの中の“無意識の思い込みや偏見”を探っ
てみませんか？
　ＱＲコードから簡単な診断にチャレ
ンジすることで、アンコンシャス・バ
イアスについて考えてみましょう。

～真の多様性ある職場を～

● 組合・会社が違っても同じような課題を抱えていて、さまざまなアプローチで解決できることに気づかされた。
● 労働組合としてめざすべき姿や意義など学んだことをしっかり所属組合本部で共有し、活動していきたい。
● 所属組合を超えた新たなつながりを持てる機会となりとても貴重だった。
● 新型コロナウイルス感染症への対策もしっかりしていて安心して参加できた。

参加者の感想（抜粋）




